
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ・お願い 

＊アートフェスティバルについて（３・４日） 

 ５歳児きりん組の作品を出品しますので、ぜひご覧ください。

詳しくはポスターをご覧ください。 

＊わくわくデー（ありがとうの会）について（８日） 

今年度お世話になった地域の皆様を招いて、楽しいひととき

を過ごします。 

＊ふれあいデー（ありがとうの会）について（１５日） 

今年度最後のはやさめ会員さんとの交流です。会員さんと一

緒にお手玉やこままわしなどの伝承遊びを楽しんだ後、「ありが

とうの会」をします。 

＊集金について（２０日） 

 年度末のため、今月は３月分の保護者会費を合わせて集金さ

せていただきますのでよろしくお願いします。 

＊実習生について 

２月１９日(月)～３月１日(金)の期間、佐藤さん（短大１年

生）が保育実習をしますので、よろしくお願いします。 

＊エフエムいずもラジオ番組出演のお知らせ 

１月２２日に、５歳児きりん組がエフエムいずも（80.1MHz）

のラジオ番組『大きくなったらなにになる？』の収録を元気 

いっぱい行いました。２月に放送される予定です。お楽しみに！ 

【放送予定】  

２月の毎週土曜日 午前９時３０分～９時４５分 
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保 育 所 だ よ り 

伝承遊び 

雪遊び 

うさぎ組 

ジャンボかるた 

暦の上では大寒を過ぎ立春を迎えますが、まだまだ寒い日が続いていま

すね。子ども達はひんやりした空気を肌で感じたり白い息を吐いたりと体

で季節を感じながら過ごしています。 

１月２２日から、きりん・ぱんだ・うさぎ組がすもう大会を行いました。

化粧まわしをつけて土俵入りし、みんなの応援のもと白熱した取り組みが

行われました。中には悔しくて涙が出る場面もありましたが、次の対戦ま

でに気持ちを切り替えて相手に向かっていく姿に、心の成長を感じました。 

今年度も２か月ほどとなりました。ご家庭と手をとり合い、お子さん一

人一人の育ちをしっかりと支えながら、就学や進級を迎えられるように保

育をしていきたいと思います。 

ぱんだ組  
みんなで大きな雪玉を作るぞ！ 

保育目標～○冬ならではの遊びを楽しもう。 

冷たい風や雪、氷に触れながら、この時期だからこそできる

遊びの機会を逃さずに楽しみます。また、先月から興味を持っ

て遊んでいるこま回しやかるた、羽根つき、けん玉などの伝承

遊びを年齢に合わせて体験できるように取り入れていきます。 

生活目標～○身の回りのことを丁寧にしよう。 

うさぎ・ぱんだ・きりん組は、手洗い・食事・排泄・着替えなど

の基本的な生活習慣が身ついているかを確認したり、持ち物

の整理整頓を丁寧にしようとしたりする気持ちを大切にしなが

ら、認めたり励ましたりして自信につなげていきます。 

ひよこ・ことり・りす組は、手洗いや着脱など、簡単な身の回

りのことを保育士と一緒に行い、“自分でしたい”という気持ち

を大切にしながら見守ったり手を添えたりしていきます。 

 
２月の行事予定 
２日(金) 豆まき会 

３日(土) 子育て講演会・保育参加（9:00～11:15） 

３日(土)・４日(日) みんなのアートフェスティバル 

（於：平田本陣記念館） 

５日(月)  修了記念撮影（きりん組） 

５日(月)～１０日(金) 身体測定週      

６日(火) 保育所開放日  

 〃    なかよしデー（伝承遊び） 

８日(木) わくわくデーありがとうの会  

９日(金) 弁当の日 

〃   ５歳児４施設交流保育（於：平田体育館） 

１１日(日) 建国記念の日【祝日：休所】 

１２日(月) 振替休日【祝日：休所】 

１３日(火)  あいさつ運動 あいさつの日 

１５日(木) ふれあいデーありがとうの会 

１６日(金) わくわくデー（座禅体験：きりん組参加）  

１７日(土) 保護者会連合会講演会 

１９日(月) 避難訓練（火災） 

２０日(火) 集金日  

２０日(火)～２１日(水) なわとび大会（ぱんだ・きりん組） 

２２日(木) 誕生会 布団持ち帰り日 

２３日(金) 天皇誕生日【祝日：休所】 

２７日(火) 巡回相談 

２８日(水) 入所前健康診断 

３月の主な予定 

６日(水) ◆きりん組親子お別れ会 

１０日(日) ◆清掃奉仕（9:00～10:30）・第３回保護者会役員会 

２５日(月) ◆令和５年度修了式 

２９日(金) ◆希望保育 

◆のついている行事につきましては、後日お便りで詳しくお知らせします。 

ことり組 福笑い 

きりん組 けん玉に挑戦！ 
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だ
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職員出張関係 ▽は午前・△は午後の研修 

８日△にっぽ保育セミナー (zoom)～角 

１７日▽久多美地区人権・同和教育研修会～竹内 

 

新年茶会 
きりん・ぱんだ組 

ご寄贈ありがとう 

ござました 

画用紙～保護者様 

ひよこ組 

雪は冷たいね。 

✿子育てのヒント✿ 

すもう大会  きりん・ぱんだ・うさぎ組 
の
こ
っ
た
！
の
こ
っ
た
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りす組 

かまくら作り 

どんな顔ができるかな？ 

雪だるまが
いっぱい 
できたよ！ 

「おんぶして」「抱っこして」。何でもない時に突然、子どもがこんなこと

を言うことがありますね。そんなとき、みなさんはどうしていますか。「も

う大きいのだから一人で歩こうね」としつけを意識して子どもの願いを退け

ているかもしれませんね。 

でも、説得するより、まず、「おんぶ」という言葉の奥にある、子どもの

声に耳をすませて欲しいのです。たとえば、保育園や幼稚園にお迎えに来た

お母さんに「ママ～おんぶ」とあかちゃんに戻ったように甘える子ども……。

そんな子どもは、その日、お友だちとケンカをしたとか、先生に叱られたと

か、何か悲しい思いをして、「ボクなんかダメだ」と自己否定の気持ちにな

っていることが多いのです。だから、「ボクはダメじゃないぞ」という自己

肯定感を取り戻すために「手を貸して欲しい」と求めているのです。こんな

時、お母さんの抱っこは魔法のような効き目を発揮します。だから、「おん

ぶは角のケーキ屋さんのところまでね」と、ちょっと手を貸してあげればい

いのです。それで子どもの気持ちは満たされます。（中略） 

すねているときとか、イタズラしいているときなども、子どもの心に耳を

すませていると、「あとでね」ではなくて、ほんのちょっとでいいから「今」

望みに応えることが大切なんだとわかります。 

書籍「かわいがり子育て」児童精神科医 佐々木正美 著より一部抜粋 

望みに応えるのは「あとでね」より、ちょっとだけでも「今」 

 

 子育ては時間に追われることが多く、忙しいとつい「あとでね」
と言ってしまいがちですよね。でも、親が「今」を大事にすること
で子どもは「聞いてもらえた」という安心感ができますね。子ども
の声に「なに？なに？」と目や耳を向け、お父さん、お母さんがお
子さんの心のエネルギーを満タンにしてあげたいですね。 


